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1. はこめK

計質機の発迎KIもk、、 、 う'ステムの開発・係守の過経K、システムの針泉と
すも分野の専門東、 すなわら計備機|<州ろ撫識の深4k、､人が関与ウぅ檎会が
非常K増えている。 く う Lf状況Kお､､了は、計管機の利用漁側K堂，k、非専
門東Kとつ〈、潅噺|<扱うことがて．きう支職､ソールが求めら敢T､、う．
l9v8辱膜j､今束爺本郷Iくあも水野調剤薬局と協同で設計・開発t進め-( 3f

輔卑,哨報ソステムAPO-S(AdvQnc,edPm+ientO'･ientrdPhqrIvIMcソ-5ｿ5fem ) |<jう､い
T 、 ミホは強く違議さ小I<*･I:わる。

APO-SIjｵ螺K"( -("4が予樋さ紙ろ維々の歌禍j､ ；堤渇と守る亨k目的ビ
し 、調屑､1兼局t訪れう各皇淵ご[Kその個人の脚煎慎び繁歴ビい，K!情報t塵吻
マ係椅し 、 <爪上t[k( てより守全な調捌漉勤上行をおうとするシスラムて．あ

う． jkAPO-ST. ljCRTミャラクタラ．4スフ､レイ端太上使用（ て 、良潟の梢稲（
,性別・職業・崎買体蜘。楓険曽） ・処方内鱈の入力 ・入力さ弧吹処方K対すうチ
ェック （紫自体，紫対蕊・毅詞人間）総累の裳永・ レセフ･卜の禿伺い､ シkすへ《
Tの処理t画面上丁'宿なう。

こ くKおい.( APO-S上使用すう") Ij一般の歎創幹T,ぁ') 、計噂機の専門知識'4
梢も合わ化てい′従い。 フきりAPO-Sの開発は、 シ･ステムリ糾周着の立場K文， で
門《われボ開発の典型的な例て､わう 。本論文にあ､ 1) -(億、 APO-s開売り過経て符
も徽喉総々の経験I<もとブ、､て態東( k 会誌型1デー タ典理シスラムのためのシ
スラム開発支横ツールSOFT(ScyeenOrien+edFI2xiHQ +｡,bricQfiov, -n｡l )Kフいて
述べる。

2. 60F1-の姓太極樺

SOFTli前述のようK、計箇機‘ﾉｲ更用着t.*K[ウぅシステム線勃環境K計質
機と過応さt、計圃機の撫識ヒルきり榊〈習い人ヤて6溶易K針象ヒウる sノスラ
ムk淵する零糸の定蔚t《うなう＊がてきるよう《製本械食と提供ず§亨と目的〔
！ ‐い､る・ ・ｳ噂わち 、 yスラムが線勃すう環境の構蜷t没化すう亨噛( I<モラル
イ“§奇がてさ 、 そう (k環境梢進て根わ紙る梢稲の収#､ ．維椅K対すら音仕範
佃普と変化する軸くさ'ズラムヒ寅現ずう噂が-〔･ きる． と 5kヤぅ （ たシスラム
k対する尊求の充幾t《うない、 シスラムの線勤上制御すう樵作（やすいTb｡l tX
ｲﾇすう．

3k、 SOFTが曳臘の対験〔タるのIムキャ ラクタラ’ベスノ°レネ ヒ端末いた会

誌理テ．‐ タ拠理シスラムてI)3｡"l< | フの処理が終3 Lk後、次|〈府ぽぅ脊が
可能ﾉ:処理と示し 、 オ'l附着Kそのうもの ｜ つと選択もはる*て次の処理k秒行す
る、 いわゆうメニュー刑式のソスラムヒイ艮定LT《､る。

_2L 1 B/ステムのEシュ ー･ルヶ割

迦犀りソソトウェヲリ複雑化･ K規模化li開発・係守時のコスト ，労か崎間
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t増大さtko 員のよう底八旗捜化( kシステム|〈滞生すう問題|<対処するkめ
のチ股贈 ( .I 、 Eソュ ール化の投法が捜索を鉱Tいろ ． ｼスラムのEジュ ール化

li目的Iすうシスアムの機能t明磁化し 、 それ岨kブスラム問応塙がウスラム
tj り よ く瑠糾ずろkめの今股［も＃ら 。 3f 充成後|<J崎世な , fシスラム

の躯張・ 変更|<諭I T も 、変更と糾尊とする都勿が限定ミ触る良め比岐的溶易 'て
それ；の零求|<淵則すう寡ができも。
〔くうでEシ;ユ ール識別の茎単ビして'3
’)機能分割 一モソユールの累燭機能の愈、､ Iくよう分類
2)了．－9分割 一モヅユ ールの農ホとしてう．－ ダヒビ リえた勿頬
3)トランサゞクソョン分割一拠御巡小も側の立場#､ ‘の勿類

なと'tbl' 34がて&う． 3kPSL/PDL,SADT噺の曵箱シスラムもとジュ ール
の記述・壇瑚Kli非常Iく凋劾である。
“､ ！ながら 、 くい‘の甚準や勘機§/スヲム |』、 モシュール勿創上侮《， ‐( 〈
帆うのて‘ ljな4 、 モソュ ールク割lさ依然ビ ITシステム設計角が蹟$k回､趣t棟吟
取りｵいざk；底い作業である事Kj､わり 'さ《ぃ。従，丁計貿泌の姉識がらきりを
ぃ人々 |〈と，て'』何崎則り【もならず、 t ; K2のきぅを計爵機内部の機能ド
&う分割13噂きい、 ↓のてはさい．

〔くりが、 こくて荊象と （い､ るメニュー酌式の会誌理デー ヲ処理yスラムk

あ､いて |き 、通洋｜ つ′ﾉ邑面が｜ つのｲ時|〈針辰（い､ろ亭氷か､ ・ す《わちある
処理画面Kおいて ｜連の入出力＆術ない 、 その後次|<編をうｲ土亨 （邑面） 2選択
すう‘|くき， T対辰する画面I<約7T(､ 4 ｡

縦うてくうLkメニュ -Wﾘ式のう．‐ ダ弧理シスラムKとう -( IiF画面』い、 う

械侮値、毛ジュール化‘ﾉ甚単と LT4当《｛のてめり 、 ミk広翁のト ランザクシ′
ヨソ分割〔考える亨tできるが、 HH確なヒソユールク刺のチ段と《り 、 t ; |<計

W偽り非専門家K【 ’ 1も躍辮Lf#< 、納将'ハ､<製峯でめると恩ﾙﾌ紙る。
そくT我句 |さ画面と中'､概念としで 、以下のきうKEジュ ール勿刺上偏を， た。

きす. 、画面上 1 つのStatc (状縫)Z更翁L 、 う"，ステム|"!|m増からの何；＃､の
Se,ltc+I0vI (選択) |<よ, ･TW&YIsItion (遷焔） 上起く （新kKSta(GK贈物（ て仕亭上
櫛ない 、 豆八t錬り通-)*Kkり処照が道偏ずぅ 、 ときんろ率K(た。
こ ’) 鞍う《処理の流爪と計噴機の内部外理Y 、人間の関係ずぅ外部拠理〔K何
り、 そ小そ“爪T-Pro(e5s ) S-PYoLess[時ぶ等Kすう 。 ウなわぅ ｜ フのSt吐くT､hざゎ

帆う ＃'l間者【國面と介（ ての入出力〔昂敵|〈什《う拠理と6-PYo(ess ) StA{2d､弓
SW2ヘ‘ﾉ連絡‘ﾉ過経て,糾尊と息るファイル入出力宵の人間のイヤ丈上尊さない部分
の処理XT-Fro(/esSと淀對すう。後フ1 E/スラムの外理|さ 、 S…Froし“と子冊りし[sst

変互に織り通ウ寺Kエ， て遁倫ウろときえる孝がてきる。 （図1 ）
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2. 2 S-RocGSSのモソュ ールク割

>RKS-Ro(ess内の処理KういT塔たる． 一細K駁詫型ラJ- ダ処理yスラムkお
いT Iざ、 レコード内窓の棄示K隊（ 了次りような今'槙で寅伺がなさ弘る．

（|)製本的な國面の牌組Jﾅの出力
見幽L園の昂の座面Tの固叉さ爪kものの出力

(2)う．－ ダリ入出ヵ
綾愈さ州kレコ ー ドの農両､ 、あるい I鯏乳、箔かタのう．－ 9の入ヵ曽
国面と介( kソスヲムビ積、着の含訟郁祢

(3)iXd7St@t2の戯択

イ湘増が次K行きおうビウう拠理（次りStnte[ャミヘ迩総すら過籏
1．行噂巾恥うT-PrO(Gss )の迩択

満々 |さ以上‘)3チ'l't< ｣Kそ‘爪 (I)FYMe (2)Cowv (CohversafiovI )C)Seleし↑i叩と
始ブナk.

さ らKS-PYo(Gss -(｡の処理の中'、〔ならCowIvK-ういTきえろ. Covw側上述の史鳥
[' うり計鷺鳩【人間の画勵kirL 1のテ“‐タリ入出力迫伺ｾﾌ照階てああ ． 3 ご
ては屈曲の)、出力フィ ールド l<"( 1 、計卿檎によう出力 、 ある､､ lさ人間かウの
入力が'1”ｲ1ホわれるすて災遡が道胸。 $kフ4 -ルド間Tlt)､カデータの今エ
ッフ宵の内部処理が編なわれる，災うて『画面田上挫太級食[ LkStmt2I ~IunsiliOh

の〃､洲と同斌K『フィ ールド凸蝿本鰍久[ LT SUレSt"2 SubTWnsitiohの勿W')
上何くぅ車がT§ う。 すなh6塔フィ ールドt l 70SU'Stlte と史為し 、 CoMvK
旧ケる八浬は校同潟かウの何ウかのSuiSelecti,nKk, 了SMし伽nsitiOn上巡こ し 、新
い､SMI S(4ﾔ@K偽り 、 こ爪生綴り通寸幸Kk, .(道竹すると考える亨がてきる。
こくても同漁K計W機内部のう．‐ ，チュッ フWの典廻世SIAし千ProLess ,血面上介
（ て涜職K伺芯加爪る外理とSIA, S-R,cces5 史景する 。 (WZ )

｜
’
SubTVMsIt10nti , …シ

SMISHo(2ss SWT-HU(2ss 6MIS-30(Gss SulT-Proces3

m2 ConvO退村

こくてSub S-PrO(fssての拠週、 、 S-PYo(2s5の拠理〔同tきう |<勿鯏すうキがT
きる。 す＃わりろSMト S-ProLess iさ災の拠週を順K更ｲ1ウる，
リ）入出力項目の収鼠決め

じ)デー ヲリ入出力

G)次の6Mt6tltQo)迩択

<いり、同斌K I)5Ⅵし 「Y州e l2)Suレ CowIv I3)5uしSele(hioYI と危う‘ウゥ。

以上のよ7 1< 、 S･fYoLe"I<おウぅ典理臘同一の級炎上4IIH1Lて階届的k分割ウ
らキがTミぅ， （次員図3 ) :k、 S-Wo"sK齢ウろ拠瑚Iき個マの)t出力の殻
洲箪ね．〔‘ 『)り 、糸項目とそいウの間'ﾉ関通世両､ウキで更鳥Tきう*がわがう．
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W3 5-Roct5sのり噌屑的分倒

2． 3 てこPrnK堂ss ' SubT-PIEQしGSSのﾓﾐ,‘ユールク勺'1

T-Pro(f551i画衝t介し k入出力k令Aい、 （人間J)ｲ平炎t於専とし《、、 ） 、計
，機内郡の外野j､ ら巡ろ う．ロセスTあぅ。 具檎的いき直前の6t蚊〈て)'カセ爪kヲﾞ
‐ヲ をファイルl〈省き込bビか、次のS(qtfて払零と＃も了‐ ヲヒファヘルオ、 ら銃

入込bい､ ，ボファ イル)、出力〔《州{<崎芯ク値の愛媛が‘也爪ウウとなる。
同胤|<S’しT-PYoしeS6でli僅前りSUIStat《て入カミネボラ． － ヮ の冬当継のウェッ

7＆1/《内紳ｻｳﾍの変汝、 次のSU, StW･('出カ ミ収6デー ダの度捜曹が椚なわ執る
孝と‘ら。 ■

従う てT-Wo(25s 、 SuレT-Pvbcess 1<あけも拠理h渕魚とウう勿野K$ , -(4差乃
BII1' i) ﾘ 、 S-PYofess 、 SUDS-Pro"ss Iくち､ りうケ‘刻めようKR国面凸ああ、､ 'さ『 フ

ィ ールドβい､ 7豚えtFIKif"-的ホビヅュ ール勿執#;雌梶ｲ隣すら割き非弗
Kねす．かlu, t O、 し 、 上述のよ うKTsPYoLfss ｣ SuIT-PYoしf"KIさ、 ラ．－ ｿ拠瑠
シスラムがホ質的K』､琴とすう典窓と 、 :+卿撫ﾋｲ罰WIすうkｿﾉK執､零ビ＊る 、 フ
ァイル棟杵， ラ' ‐ ツチェ ､ｿ7噺の舛瑠が伽る。縦, -( 、 T-Procfss,SubTLPro(csS
の勿割侭、 §ずこの2つK"( 1ntわ仏る，
ラ･ ‐ タ今， ヅ フ lj循述の変数宛煮蝋樅と台ねtてSOFTKよ’ てり ,櫛一 ト 迦小、
プフイル橡杵liﾗ・－ ヲペースの売感kif41､DBMS I〈よ，てサホ．‐ ト セ爪う寺t
鬼九州ば、 ｝人上の勿割胸警当なものと恩ね弧る。 ミウK本唆的底拠邇の脅輌は、
全てのT-Pwしe竃#､ ゥ抽出延杁る 、独立かフ単一･な機縦（ｲ|えば前述のAPO-5Kj>
りも 1退老荊染蜂今エッワのヒンュ ール)K勿割包恥る．

7きり 、 T-Pvo(.essﾉSUbl二Pro(,essは、撰能と製準rLて何割も爪k!l､ささEヅ
ュールヒ順次関《1 -りぅ才(<きり舛習が瞳術する。

2. SOFTの鵬肘

上巡のよう |< 、復論理う．－ ヲ処理yスラム ld勘蘭t申氏椴久とし~( モ.ゾュ…ル
|鋪執すも奇が-〔.もる。 く机K製ブいT60FT Iざ名入出力項目 ( SUbSt(kte ) |〈訓、

専な,|柵と 、賂St雌間のう噂がり宵上前’ ,臆し 、 その,|肯稲上解輪し《がり拠理と$'l
御する拳て、 う°ロブ･ラミン'ワKｲKりすK画面を媒介LLfソスラムヒ生成する寺
と可能Kし、 そ/,スヲム開発増の負担を軽減すらえめのツールてめる．
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T,50FTの梢フ機能自大別”ビ次の2値となう

鳥粒の粟維桐慰ラ SVi LM9"32
ソスラムの夷何t制撒ウら MonifoY

そ こ

U)

（2）

3. 1 yスラムの4内

C,""W灘繍§M淵M撫ﾘｶ'舟繩墨締!;",k$k
パウ香。以エの定為と砦K、 シスラムの開発渚li $ ﾌ・ロヅヲミソフ．言語Iくさり 、

T-PYo(,2sS ， SUbT-PYo(,fssて杖間すう単一鳩能モヅユ ールヒ記述し 、 コンパイルし
てカブソェワトフ・ロフフムと庄内うも。 その後60FTの夷編制燗モニヲ 、 箪一機
能Eソュ ールヒリ ワカー |くさり雄名し 、 目的ヅスラムtt鼠する ･ S/スラムの処

理Iき、 モニダが更承ﾙ;報ファイルk逐次参照しフフ、 S-PYo(fsS･ T-Ro(,255上皮且
'<錬り返し質くうすうキて‘進行する。

3二2吏患allbMVIQUMQ
U J

ミ/スラム完.gSvbLan9"3 eli以下の5フの郭うかタ《る

(I)StIte吏諭

ここて'63/スラム内の塔S鮴2が、 ℃のfⅧme･ CoMvk職耐吾かの欠為、5elediom
の隊のス4 ツ今〔なう文琴5'lと次K蝿ろStkte )唾衿の間~(.史ｲ，也爪るT-Pro"ssの
指吏と細なぅ 。 （図4 ）

も引く喫溌のﾐ/スラムkおいてば、 T-ProL"の貿伺と偏噂ゎなす狐ば約伺ウぅ

Stat26く決更T.さ葱ぃ奇が駒る , ("ILIざ眺専ビすう レコードがファイル|<務在L
哲｡､7K場合‘)エラ…外浬曹)1; Lk場合'<それらの通約と定議うぅ 、

dvwIwIソSt唯上吏満すう尋、てtも。

STATENO ; i FRAMENO: 1

FRAME NO : 1

CONV NO: 3

SELfC.110N

SWT-PKOLES3

K6 TP1

ND TP2

LINビ

COLNN

STRIN6

:2

:12

:キ’ヨウムカ．メソ

N臥T-SW[
4

1 I

cONTINUE(VI)

図4 Stlt&更郡'l W5 FvwYle寅熟例

②FrMwIe更為

之 見て' I4R'QwI2中のろ出力フィ ールドC､[K,画面上の御位置・ ツ1位豊・ 出力す
う文すり'lの史劇t《1底ぅ ｡ | フのFVnMcK複数のう4 -ルドが屑瓶ウろ賭KIさ、 釧、
尋回教定為と螺り哩す 。 （図5 ）
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(3)Conv定鳶

こ こTQConvの内磨k*SUIS-PYocess

単ｨnK史劇L (いく。吏解K Ij 、

sリレ恥mG I〈相当 ウら行位匿･ ;'l ｲ血置、
SubCohv I〈順当すう愛敬砧と《の校冊

タイ プ｡ （入オifは出力 ) ､ SUﾄS4IGdion
の職の逸拶の起こうふイキ 、戎I<物ろ
SUIState ，違秒の間-(｡吏桐ミ払う

6UレTFroLGssの吏爵が編啄わ然る’

S(ate[同上理もゥら dUⅧⅧｿSUI StatQの
吏煮、くうなうやがてもう 。 (WG )

CoMvNO : 3

5VB5TATE NO: 1

LINE : 10

COLVNN : I1x5

VARNANE : NANE(NI)
FORVSE : 0

suB sELECTION

CONDITION SUBTPROC"NEXT
#| ,6E.5 6TP I 5

m6 CoMv寅鳥611
M)変牧始・ フヲ イル吏烏

こETIjyスラムTｲ吏用される愛敬・ フヲ イルの吏為上<1ばう 。愛敬沿東幾世
&CowvT{iWI されるデ- 9の愛敬お〔タ｛ う‘ ・長さの吏漁t偏な() 、 ファ イ ル吏
*!kフ フ イ ｜ﾚﾙと烏レコード内のデー タの変赦始・ ダイブ, ． fミの東為上伺なう．

(5)T-PYoC(55･ SubT-Pro(Rs5吏為

Cこて、塔干"oLtss･ 6ubT-Pro(f33K

のモジュ ール治とそ爪への八・ラ メ ー タ 、

ひ脳し 〔樵作梢奇､ 、 &1ﾊfXIIウの寅伺今

爪酋箪一機能モヴュ ール
ラ、－ ジタュ ヅ フ檎椛の噺

jjl)て湾が仏さ

フア イ ル撹作・

'慣が更瀦も爪ら

3． 3 関編制噸モニヲ

前述のとう り喫伺制柵毛こり 1さ塔吏噺SUI LM9Uq9eKk う て＆戒もれk吏熟'臘報
フア イルヒ逐次湯照Lフフ、 6-PYoLcsS･T-Proし“上友互K織り返し爽伺すら。 さ
5Kモニヲ自身ばSOFTの製本艇灸と史実I〈反映しkモジュ ール偽造上椅っ。
3k貿隠KIk$T-Ro(fSS･ SuIT-ProCe鰯内ての典yWの鯰累がyスラムの追舸K
勘箪t与える喝台、 あういばT-PYo[fs5･ SubT-Proc255内てﾐ/スラムの懲桐K間す
う,}§報t典章〔ゥ3場合が駒る。 前渦のｲﾘ'|と しT Iき、 JwIIwIソ St航《の殉て’述ぺkよ
う |〈 、 T-PYoLcsSの更何|くさ， 丁初M)て通約すべき514teが浪吏する鳩合~('駒り 、後
渚の''l r Lてば、 らる Sub S-PYoccsst域り返し喫竹し て同じまうkう･ ‐ ジヒ配；|1
K榊内すう場金で駒5 ° く う Lk噂ポのkM)K60FTて1310個のﾐ/スラム パラ
メ ー ヲヒ勵匙LT、寅偏制柵Eﾆｦ[T-Processの馳信|<剛、Tいる。

ミらK60FTK噂玉一ド穀更機能がある。 ｜ つ'4シ'スヲム開禿過繼てのラスト
ヒウボー ト するためのものて‘ 、 豆のf_ - FIjT-Pro(2sS･ SUbT-ProC2sSt蝿視ウも。
復，て聞滞巡上にお､)T,&St4tf間の違焔とStft2内の処理k,#k更《うし 、 ミ/スラム
の在体的慰把握、画面の職醐唇ヒラストウるきがて2る°
この代KIさ 、逸物てもうS耐e ・ SMb S伽ぐこ制限す§ヒー ド t D)る， くう Lff_
ードh 、6IILIざﾐ/スラムK救筒、のｲWI的と特kt6喝佳|<夜W1 t散る． すな巾ゥ

哨吏迫一ドd)崎臘IうK涜ｲ1ミ爪も8tatQ･ Sリト SM(K{im%|<対する崎､を更肌
tも､けば、 ンスヲムの立ら上がり賂、 駒うい|さ初吻TンスラムkifW1すも人|<fi
［てそのE-ドて喫伺E桐ﾉMうと 、 そうLk脂司､上枝周箔(〈試しT§える今が("
通も．
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|猟蝿噺|| ｜瀞鵡｜咋隠’猟喫鋤 搬鵡
WⅦ“

穴場(,o帆し

’

|sMM"| |噸ﾙ’
機能
Wﾕｰﾙ

SOFT

柳|徹閉 |伽&| |W!|
チタ’ﾁｴｯﾜ

7y411撤作

愛敬･西ｲハ

パッフヲ

｜ ’｜ ’

尚目的yｽﾃﾑ
と 赤ﾗもタ

乃へ|↓
－ 一

フフイル
ー

W7 ツスラムの庄肘

4. SOFTの評価

PDP IM34上|<SOFT上演現し 、 前述のAPO-Sと記述する＃壕いk｡ k侭し §
狐li50FTの初期バ- yョ ン -I.bり 、本論ヌ申のファイル欠き， フフ イ ル橡作・
デー ヲゥユツ7機能} T-Hoし2ss･ SU,T-ProしeSSの勿創を脇いた郁勿が寅現さ爪1
ぃるものて》)も．

こ う しk試洲の鮭累APO-Sの軸索オンラィ :/典務胤

･ Stlte 79

･ FrqwIG 54

' Cowv 46

･ T-PYoLes5 36

･ Suト下H0(ESS (3
Kj, -(郡逃すら亨ができた。
こ てK見‘船うきうK6t@teの数Ij孑穐以上K乃い。後う て枝、著側K血， kソ

スラム間発ツールときえる崎、 その工位概庭と してS+&t2t置く奇'な 、 SOFTの製
本祇久と開発初期彼陥K反映もtろ噂がでもない$ という逢味T好きし〈ない｡
ミらKヴスヲムで取り服7，|筒稲の膳限を弼鳥|〈反飲さtl'､ない。 そくて微2 14
乳&画面(Stfte) t抽象化しkEジュ ール挫準の導入kういT検討と椚慰, -( I,

Z, #'lえばある抜触蝋織I<おウも階息鵜迄I(おいて1k 、押し'Yli l<j$u丁鳥郡が
収§､ ・雄消すTさ桶報Iくういて定議し 、塔師の機能胤兇り群K晃：敗る公課の機
能と杷糎すらキkさ ， T定熟すも 、ひ1 ,f〃式の機能史論k燭なぅ亨がてきる。
これと同糠KSOFTKij l､TW*S(収のI雛（複紅Kおり3識の燐能） 上杷糎L
T $ その上位の定豹（評の臘能) [ ( 1 ,I繩也用Qも亨が1' ミぅのて』 |jないj､と
風わいる。 ご う Lf患九方tmwもと 、 St唯の吏鳶ヒィ私ぅ前l<それら ＆柚攻化

しkp,|郷凸上製戎椴長としk ､Lミノュ ールク割拠＊と提供蝿キがTきう。
す＊ねﾘ ﾐ/スラム開発の初期段階と[ て 、 ヴズラムのマグロ＃レヘiル（復社姐
餓Kおゥぅ評レベル） てり勿訓ヒロ,情報田と用いて洞47, SWe ljそう しfマ7
りなモーソュ ールの機能E吏隙K喫現”4段として擬ｲit帆、 ,画面』上製本慨
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炎上［て許細なヒヅュ ール（課しTlb ) k吏現”キビホろ．

このような腿吏赦広と瓦吹と tikf. f/z -ル分割払串Kふり 、 間尭初期段階|<
おいて汐<のStKtel<,|&:ミ爪う専tな<#り ‘ 3k上述の,ﾄ筒報|〈閃うぅ箱限の定
駒(<t役立フ。
3k兎くて説巡迦弧k千冊OしtSS ・ SubT-PYo(255 14Fbrtr州てう'ログラミンワ' L k
%!'梱のﾓ.ヅュール-(: 'ﾌら。 ごこて省か松itEゾュ ール|き 、 ファイル入脳力 ｝ フ，
イル内レコードか5内部刊への蛮杖， ）、カラ’－ダの4エッグ啄、 APO-Sの眺奪と
うう洋篭絢暫臘能で'き芯< 、計圃撫撰ｲ¥のkめのものが全体の2/3k （めていあ．
従， てこ爪も 、 ファイル鬼籍、 ファイル榛作・デー タタュ ､ソ 7機能の寅塊|〔より
SOFT側が噸収lT喰えば、 ｨ吏砿が記述k偏なゎなり紙ば呵りないの 'さ、 ‘匙
贈苅蔀＆の今エヅク曹kオだか20モジュ ールビをる。

こ こで現在水野調馴染局て・ '更隊KNCRI-yZWOkT,縁勤申の全てをCOBOLT*當か
肌たえのAPO-s[我切がｲ肉LkAPO-st比散しkラ凡て｡ 、 SOFTの嶋徴t3と
めておく．

(|)胴あの露場,性

50FTが荊象ビすう叔誰型デー ダ拠遡ﾐ/スラムのう°ログラミソク､ては、 大野β
が固面への)、脳カビそ爪|<ｲｵ随すう命々j､ら成り立， て､)る。終，てう・ロワ･ラマ
13コーヲベ ヮワ． '〈隊〔 てそう （k一連の作業と織り過tｲ”フキKなる。 SOFT
Kおい了'4 ， 、ネ；の拠理|#COhv更駒Kjjl)-( I､ くうかりjY7X - yt入カウう

侭ウ丁・史劇する事ができる. if: こ爪らの入舩カ拠理り拠麗フローに7いても
サポート を何ない、 Covw更鳥|〈裳づ0て昂の寅何k桐をうk均、 7．口7.ラマ |さ働
面処理|<閃(T 、記をKう°ロワヲミ ニ/ﾜ． ｵ､ り開放セネkと言う てよい。
同斌K2机記膜蕊匿へのI/6 l<剛らプロ7.ラミンヮ．T'も 、 ファイルの入幽力
＆がし」 ‐ドと内部子－9の変横という－通の命令か州り立， -(いる, SOFT
Kあ､いてI# 、 〔放りのフフイルも 、 目8記述型ファイルの＃)1 [ 、 フ ァイ ル様作
のｻjW- トKきり 、 サポー ト牒能の奇び出L という1') I(a [ M) 、 フ'ロヅラ‘の箇
榎上軽減｛ 1いる 。
ミ ウk 、 メ規旗ソスラムの開発K"LT#K閣題と底るE3: = ･-ル化(くつ、利

も 、 60FT I3帽報I<よる柚承ヒヅュール、画面KよるStlt2 、 入出力 I(Kる
6ubSWe[いう HH穂ホLソュ ール狗馴の4段を提根(1いる. cWI I33k、間発
滑Kji( 1拠魍フローの瑚綱上操M)i tt壱という効果と淵つ。

ik、 忌爪5の七き' ユ ール間の貿《1WI"I愈盆-( 80FTが修理している。 マのk
のK開為老K禽巡爪fプロヅラミンワ･'ﾌ負担I樫、苅承ヴスう人'<佃肖な、¥"の
胤椛上果kし 、 そのkM7KLツユ ール的の諭鯉が哨緒I〈杷履も肌癩引く寅拠クる
*の-(．，’糸鳩維セヅユ ールK7u-Iの計であう．
:k、 前述d)℃う り 60FT I< liTLPro岐錨･ SMb干叶0便”上黒祝して寅伺上何な
7E-ドがめぅ． こI(kXりStlt@ ，耐MG 、 Covwの兜燕の]Eき,性はkヤサ〈 ラスト
ウも軸ぐて｡もう ‘加えてシスラムパラメー ダヒWIQ-(T-Frbccssの制6Ithなんば、
閲発問の終能珪『辿- I(K州う了'〈ヅワ も 50fl と血吐噌引<fl私えう。

収)愛更の疹易性
会誌鼬システムの成悲li糾用/僧〔のインヲー フェイスがいかl<根、､やすいj､K
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j､すう T、､ろ。 d爪と‘， 、 、う LkfIIGI I城宵{K{iwl ( 1j+1 ， ＃ll間者の趣見と
フィ ‐ ドバツ7凧典'4M(ば、不倫に点と発見Tさないキが軌､ ･ 60｢T Iくお
、}丁憶、画面拠理憶う．p 7. ラム6， 5明稚I<分鮒、爪、 しウ､いt賊6の階届ｲいくキ フ
マ獅正渦7帷kやすく発見丁.ミる ． き りKこれらの更暴憶、項目箪位のパラメー
ダKj， 了炳芯われ了いもkH) ,変更ばパラメ ー タ値ﾋｲ'＃正すうk､才て.41Wうち
が丁‘ きう．

3k 、更隙K7｡pグラム屯帆ていう部う|くうu1も 、機能的《激豆牲が為ぃ。
娘， て払零な機能り追加・叡良K隊Lて& フ･ロリ･ラムの食更が以､奪となるの,九局
閃的-(r i7り 、 フ，ログ“ フム全細く勘瑠t与える方lil:rA,と*い，

さ り |<ファ イルのアクセス |蝉一の橡作ﾓ.ジュ ールがfit, ていもﾊﾙ、 ファ

イ ル蝋造と')收豆li､高く ‘ ファ イルの痩更が勤噌tらえるの|j棟作ﾓ.ゾュ ール
内のファ イ ル定鳥節の汎-W6ら 。

こめきう |<60FTTIjEヅュ ールの肱鋤4が褐4 、 シ'スラムの蛮團KXI (1
ｲ吟正箇前の発見が雰易で駒り 、 セ サ |〈栂正もEy1 …ル内I<服ら爪るKM7 、 kマ
ウ〈11'幻脊がTきる 。

(3)寅《1速度

SOFT Iif/スラムの項炳K隊しI更為梢稲73 イル＆糾釈（ 《がり爽何上何な
う一粒J)インダ7｡ ') ヲTめる。級， 〈盆Tがう．ロワ‘ ラミシ'ﾜ・屯爪、 オブヅェ フ ト
ヒ吏繍･”ぅスアムピ仇鮫･ｳると ‘ 更伺速度'3階うら． ［ ＃､ し 、 60FTがインダ
プリ ヲI( T動くの lさC0IIvWT-Fvo(e55･ SりしT-"oL255の檎能毛ツュ ールヘの倒
何の引き波1吋のみT,ある。 こく ~(' (ovIvの更《う逸度上決定するの|き 、割り込訓 ・

嫁f,腎入蝋力K関ウろ郭勿1. iう り 、 も りk#IIWI着ｲWIり庇噌避度も吏くう速度|〈勘響
と与えう“従' 1シレの計‘時間の塘沈|ま､層､視てもる姪度のtのて､ある．
3k、 .lzPvb(f5s l､うい1も 、喪勝り外理Iさ機能Eゾユールビヘ､フオフ･ゾェ7卜
Kよ’ 1イイな1)れう尺吻、問題〔《う焔の週紙|さ酉い。キ更2 ．)のAPO-3 ttt"
1 ･I t 、 人間が慮上も濃の髪|#生ぱいない。渦巣イ :/7 !)ヅェント ・ ツ ー ミナ
ル闇を用ぃ於舛理の珍重化が《1kわ執敢ぱ、 その麦|さより II､ さ （ならと‘匙灼触苔。

#)妙ﾙ&li

SOFT Ii l3[人I･がFov･tvQv,k$, てさか爪T贈り 、 入もtty-スレヘ<L1. ,
3500《3臘陵で、 SOFTの獣厭えと反鮫叩忌Eゾュ ー ル梢瞳kW, -(Q3,",
TFortranコフパイラ ヒ梢フ計噺鳩|〈 |批較§ｦ鬼易|<焔旭タうキが.(･きう, itk.L
以ドリ2唾: ユ ールliアセコフゞツ劇か加(ホリ、驚き曲ウ執噂が駒も。
・入幽カルーチン

ー綱KfbrtYQh lざカナヌ字と職b4{} ｡ 3k現職SOFTが喫現ミ奴=い)る
05の入出力ハンドラがカナヌ可と恵庭Lい)kl)kめ、 フセンフ．シて省
力､爪k入弧カルー タワ' 上佼相L -(9る，

， うゞ‐ 9駆蓮ルー 今ン′

包面ヒヘ(k 出力 l<隊L T 、 う“~ ヲの鼠fKIj寅隙のツドレスkm'､

て、)ら。 アドレスKユろ蕨､暇liFor(rMvI I< |さ困難なkMﾌ ． ヲセソブうて奮
ウ､小k駆逸ルーゥヮ' t&m11，， う．
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5･ 鎧_詮

以上のよう |<SOFTば、 尊求壮臘定戦・設計・劇作・ ラスト ・通用・評価・
艮と焼く 、通常のアブ・リリーソョソソスラムj)ライフサイグルの全ての局面1．
用ウ鋪ができうツールでめう。鍋K計W機内即の機能I<期す． 、凰愉と申
と( I<人間K把堰Lヤウい搬久を胴uて、常K人間とヤK[ (fシスラム閲売
可能となうようK患庭セ爪1いう， くう [k臓健|き毛ソユ ールク刺のう段恥
リ 、従， 〈計卿臘の非或門喫Kと， 1もンスアム開発が庵易群ものピホぅ。
このエラ |<50FT Ii級計哨、 う・p7-ラミ”.崎の胴為着の負荷を犬幅|〈塘撤

1いうが、魁K收M%IjSOFTの更舟6UILIWvq92噸能モジュールのk脚の血
のう，ログラミング倉繍という 2粒頬の倉篭を擁， て、｝ う拠曹があう 。従う T今
li懲能モヅユールの吏獅い､がkSOFT向KIり 、AT'u<j､が問題となる。

改
杖
雌
が
な
Ｉ
嘩
後

壷_ろヌ械

東製術

梢根拠理ソスアム設計Nツールの現状と淵糸方向

梢報処理 Vol . 20 N0. 6 P.51 1-P.51:' |1W洞G月
榊‘｜ w

,臘報丸蝿シスアムのEゾュール化

,|箇報拠理 Vol.21 No. W p,W51～P.WW IWo鳳可日
PQYn順ﾉD.L
ATeしIwII$uG+oY So{+WqreModule SPeしi(ic,Qtionwi州EXQ岬IQ
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FQrnqs,D.lJ
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ソフトウェアの複合／縞迄化設計
血代熟す杜 ｜刎桐6月

浦，鮴， ‘|､ ''l , l'l口， 血爵，水野‘ 山本， l'lf,WiK，坪内
AdvMvI(edPatiev,+0Yicnt(d PhaYwI"ySy5+cwI (APo-s)
MEDINFO':'o r. 12+-ャ. 423 11WO"IoH
l'l西 正資
驚勢,ﾄ胤稲シスラムJ)設計
農座ボ塾大尊大曽碗 BMu53耳度偲士論丈
脅太隆
ﾐ/スラ･ム開発良機ツール; SOFT
層艇黙塾入嘗大＼営陶 昭ｵ唾54句度 イウ士論文
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本 PDFファイルは 1981年発行の「第 22回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、

項目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式Webサイトに、

下記「過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について」を掲載し、権利者の捜索を

おこないました。そのうえで同意をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属することになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシンポジウム内部で
徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図書館)で公開されているにも拘らず、
古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報告集も含め、この度
学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の論文について、著作権者（論文を執筆された
故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、
著作権者が見つからない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、
情報学広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp)まで
お申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申し上げます。

期間： 2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日： 2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


